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市長直轄組
織

人事秘書課 1
木津川市定員適
正化計画の推進

第３次「木津川市定員適正化計画」（計画期間：平成３１年４月１日から令和５年４月１
日まで）の目標達成に向けて、適切な人員管理に努めていく。

定員適正化計画の年次別目標数値としては、平成３１年４月１日が４９０名（実績４９０
名）、令和２年４月１日は４８０名（実績４８８名、８名超過）、令和３年４月１日は４
７０名（実績４７８名、８名超過）、令和４年４月１日は４６０名（実績４７０名、１０
名超過）、令和５年４月１日の目標値では４５０名とする計画である。新規採用職員につ
いては採用抑制を図りながら、再任用職員の知識・経験の職員への伝承や職員個々の能力
開発を進めることなどを通じて、着実な計画達成を進めていく。

令和５年４
月１日現在
職員数
（名）

第３次木津
川市定員適
正化計画

470 450 ＳＤＧｓの推進

市長直轄組
織

人事秘書課 2
職員の人材育
成・働き方改革
の推進

職員一人ひとりが生産性の向上を求められる中、限られた人的資源を最大限活用するため
の庁内副業・人材育成制度「ＳＫＩＰ制度」を活用し、組織の活性化のみならず職員のス
キルアップを図る。
また、「ＳＫＩＰ制度」について、令和4年度から時間外での従事を月１５．５時間（2
日）まで拡充することで、更なる人材交流や人材育成の機会を拡大することとする。

定員適正化計画の推進に伴い、市職員数は令和５年までに平成３１年比で４１名削減する
目標を掲げていることからも、職員のスキルアップや業務の効率化をより進めていく必要
がある。

プロジェク
トへの参加
人数（人）

2 5 ＳＤＧｓの推進

【ＳＤＧs】
との関連

1


